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図51b　Ust－Kamchatsk地震前後の，パラメーターαの経時変化．地震発生より約工年前に，
　　　　αは負の値をとっている（勾配が平常時より急）　〔Gusev　and　Lemzikov（ユ983），
　　　　図8より〕．
Fig．51h　Tempo正al　changes㎞parameterαvalues　befo正e　and　after　the　Ust－Kamchatsk　earth－
　　　　quake－Paエameterαtakes　negative　value（decay　curves　aIe　steepeI　than　that　in　the
　　　　noエmal）nea正1y　one　yeaエbefoI　the　earthquakeエafter　Gusev　and　Lemzikov（1983），
　　　　Fig．81．
するならば，現在行われている微小地震観測の典型的な周波数帯域（1～20Hz）よりも，
高周波数側での観測を強化することが重要と考えられる．特に三次元軌跡の観狽■1には，地表
からの反射波による乱れを防ぐためにも，軟弱な堆積層の下，少なくともユOOOm級の丼戸
の底に地震計を設置することが望ましい．
　散乱と減衰の研究が静的な不均質構造を調べるのに有力な手段であるという段階にとどま
らず，地震予知を強く志向して，その時問的変化の研究へと展望が開かれていくことを期待
したい．
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